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〈編集後記〉 
社研が第 1 回春期海外実態調査として韓国を訪れたのは 1993 年で、今回は２度目です。 
月報に寄せられた論考の視点は実に様々です。「韓国」というテーマについて、取り上げる対
象の時期や自分自身とのかかわり方がそれぞれに異なっています。 
ある意味ではむしろ当然かもしれません。それほどに、日本と韓国（または朝鮮）との関係
を論じるには重いものがあります。両者は長い間、「近くて遠い国」だったのですから。まず、
「大日本帝国」が朝鮮半島全体を植民地にしていたという歴史があり、その時には、土地も言
葉も名前も奪ってしまいました。また、日本による朝鮮に対する侵略は近代だけではありませ
ん。韓国で最も人気の高い軍人である李舜臣（イ・スンシン）将軍は、豊臣秀吉の水軍を破っ
た英雄としてその像が首都ソウルを始め、全国で三百を越すそうです。 
今回、韓国を訪れるに当たって新たなことも知りました。それは、朝鮮半島の南北を分断し
ている 38 度線のことです。日本支配時代、38 度線の北側は関東軍、南側は朝鮮駐屯軍の支配
地域だったことから、日本陸軍の武装解除を、関東軍はソ連、朝鮮駐屯軍はアメリカが分担す
るということをアメリカが提案したことによるというものです。 
また、長らく日本での定住外国人といえば、まず韓国人・朝鮮人でした。大阪市出身の編集
子としては、高校時代の友人を思い出します。ただし、これも 2007 年に中国人が追い越しまし
た。 
それにしても、両国間の交流が近年に様変わりしたことは不思議でもあり、また喜ばしいこ
とでもあります。2002 年のサッカーの日韓ワールドカップ共催が先駆けだったのでしょうか。
2004 年の韓流ブームは戸惑うほどでした。「冬ソナ」と「ヨン様」です。 
昨年の春には、タイを訪れるためにタイ語を少しかじってみましたが、まったく歯が立ちま
せんでした。それに比べると、韓国語は取っつきやすいものがあります。日本語とは、ウラル・
アルタイ語族、そして漢字文化圏という二つの共通点があります。 
最後に、通訳とガイドでお世話になった金建希（キム・コンヒー）さんについて紹介してお
きます。彼女は、なかなか気性の激しい女性で、自分から桃井かおりに似ているとよく言われ
ると言っていましたが、それよりは財前直見を連想した次第です。 （T. F.） 
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